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■お問合せ/ 
 お申込先は 

  

 “3.9G元年”となる2010年、ドコモやベライゾンなど、世界のLTE先頭グループ

がいよいよ商用化に踏み切ります。スマートフォンやパッド型端末に注目が集ま

るなか、モバイルブロードバンド網構築ニーズが急速に高まっています。 

 指数的に増加するデータトラヒックに対処するため、各国事業者は3Gのアップ

グレードや、LTE／WiMAXといった3.9G網構築を急いでいます。特にLTEは、高

速性に加えて遅延の少なさから、クラウド・コンピューティングに適した環境を実

現する、次世代ネットワークの大本命と目されています。 

 そうしたなか、最近では中国勢が推進する「TD-LTE」が急速にクローズアップ

されてきました。TD-LTEは規格上、欧州勢の推していたFDD版とほぼ同じです

が、周波数の使い方はWiMAXと同じです。そのため、先行きの不透明さが指摘

さ れ る WiMAX 事 業 者 も、TD-LTE に 多 大 な 関 心 を 寄 せ て き ま し た。

「LTEvs.WiMAX」という構図は、「FDDvs.TDD」に変わりそうな気配です。 

 本レポートでは、海外におけるLTE-FDD/TD-LTE/WiMAXの最新情勢や企

業動向を展望するとともに、TD-LTEがこれからの3.9Gの国際主導権争いに及

ぼす影響度を分析しています。 
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